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「荒んだ心の結末。」 創世記 37 章 18～27 節   

先
週
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
生
き
抜
く
た
め
に
一
生
懸
命
で
あ
っ
た
父
、
父
の
愛
を
勝

ち
取
ろ
う
と
争
っ
た
姉
妹
の
母
の
も
と
に
生
ま
れ
た
息
子
た
ち
１
２
人
は
、
付
け
ら
れ
た

名
前
か
ら
し
て
親
の
欲
望
の
現
わ
れ
で
し
た
。 

４
９
章
に
は
、
父
ヤ
コ
ブ
が
息
子
た
ち
に
語
っ
た
預
言
が
あ
り
ま
す
。 

「
ル
ベ
ン
よ
、
お
ま
え
は
わ
が
長
子
。
わ
が
力
、
わ
が
活
力
の
初
穂
。
威
厳
と
力
強
さ

で
ま
さ
る
者
。
だ
が
、
お
ま
え
は
水
の
よ
う
に
奔
放
で
、
お
ま
え
は
ほ
か
の
者
に
ま
さ
る

こ
と
は
な
い
。」（
４
９
・3

.4

）。 

「
シ
メ
オ
ン
と
レ
ビ
と
は
兄
弟
、
彼
ら
の
剣
は
暴
虐
の
武
器
。
彼
ら
の
密
議
に
加
わ
る

な
。
彼
ら
は
怒
り
に
任
せ
て
人
を
殺
し
、
思
い
の
ま
ま
に
牛
の
足
の
筋
を
切
っ
た
。
の
ろ

わ
れ
よ
、
彼
ら
の
激
し
い
怒
り
、
彼
ら
の
凄
ま
じ
い
憤
り
は
。
私
は
ヤ
コ
ブ
の
中
で
彼
ら

を
引
き
裂
き
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
中
に
散
ら
そ
う
。」5-7

）
。 

「
ユ
ダ
よ
、
兄
弟
た
ち
は
お
ま
え
を
た
た
え
る
。
お
ま
え
の
手
は
敵
の
首
の
上
に
あ

り
、
お
ま
え
の
父
の
子
ら
は
お
ま
え
を
伏
し
拝
む
。
ユ
ダ
は
獅
子
の
子
。
王
権
は
ユ
ダ
を

離
れ
ず
、
王
笏
は
そ
の
足
の
間
を
離
れ
な
い
。
つ
い
に
は
彼
が
シ
ロ
に
来
て
、
諸
国
の
民

は
彼
に
従
う
。」（8.9

）。 

「
ゼ
ブ
ル
ン
は
海
辺
に
、
船
の
着
く
岸
辺
に
住
む
。
」
（13

）
。
「
イ
ッ
サ
カ
ル
は
、
た
く

ま
し
い
ろ
ば
、
苦
役
を
強
い
ら
れ
る
奴
隷
と
な
る
。
」
（14.15

）
。
ダ
ン
、
ガ
ド
、
ナ
フ
タ

リ
、
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
に
つ
い
て
は
、
そ
の
凶
暴
性
を
預
言
さ
れ
ま
す
。
ヨ
セ
フ
は
、
「
お
ま

え
の
父
の
祝
福
は
、
私
の
親
た
ち
の
祝
福
に
ま
さ
り
、
永
遠
の
丘
の
極
み
に
ま
で
及
ぶ
。

こ
れ
ら
が
ヨ
セ
フ
の
頭
の
上
に
、
兄
弟
た
ち
の
中
か
ら
選
り
抜
か
れ
た
者
の
頭
の
頂
に
あ

る
よ
う
に
。」（26

）
と
正
妻
の
子
と
し
て
祝
福
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
息
子
た
ち
の
性
格
と
将
来
は
、
３
７
章
に
見
ら
れ
る
ヨ
セ
フ
に
対
す
る
行

動
で
も
現
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
ヨ
セ
フ
は
、
十
七
歳
の
と
き
、
兄
た
ち
と
共
に
羊
の
群

れ
を
飼
っ
て
い
た
。
ヨ
セ
フ
は
彼
ら
の
悪
い
噂
を
彼
ら
の
父
に
告
げ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は

誰
よ
り
も
ヨ
セ
フ
を
愛
し
て
い
た
。」
（
３
７
・2.3

）。 

自
分
の
子
を
差
別
し
、
偏
愛
す
る
と
家
族
は
分
裂
し
、
破
綻
し
て
き
ま
す
。
こ
の
場

合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
母
親
の
立
場
や
状
態
も
異
な
り
、
父
の
扱
い
も
変
わ
っ
て
い
た
の
で
、

問
題
は
深
刻
で
す
。
息
子
た
ち
が
父
の
愛
情
に
飢
え
て
い
た
こ
と
、
だ
か
ら
こ
そ
荒
々
し

い
性
格
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。
親
は
、
そ
れ
を
わ
き
ま
え
、
育
て
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ヤ
コ
ブ
は
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
家
族
に
悲
劇
が
起

こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
ヨ
セ
フ
の
兄
た
ち
は
、
父
が
兄
弟
た
ち
の
誰
よ
り
も
彼
を
し

て
い
る
の
を
見
て
、
彼
を
憎
み
、
穏
や
か
に
話
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。」（4

）。 

                    

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
日
本
人
の
考
え
る
こ
と
は
、
円
満
に
過
ご
す
よ
う

に
説
得
す
る
と
か
、
親
が
悪
い
と
か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
も
し
、
兄
た

ち
の
怒
り
の
故
に
ヨ
セ
フ
を
エ
ジ
プ
ト
に
売
り
飛
ば
す
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、
ヨ
セ
フ

が
エ
ジ
プ
ト
の
首
相
に
な
る
こ
と
も
な
い
し
、
ヤ
コ
ブ
を
含
む
一
族
が
大
飢
饉
か
ら
逃

れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
神
の
御
手
の
中
に
あ
っ
た
の
で
す
。 

人
の
罪
深
さ
も
、
性
格
の
悪
さ
も
神
の
手
の
中
に
あ
り
、
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
は

罰
せ
ら
れ
、
救
わ
れ
る
人
は
救
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
神
に
委
ね
た
者
の
考
え
方
で
あ

り
、
人
の
心
は
そ
の
人
自
身
の
も
の
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
残
虐
な
行
為
を
し
な
く

て
も
、
そ
の
心
の
内
は
、
悔
い
改
め
な
い
限
り
、
裁
き
を
同
じ
よ
う
に
受
け
る
も
の
な

の
で
す
。
ち
な
み
に
、
暴
虐
の
歩
み
を
す
る
と
言
わ
れ
た
レ
ビ
は
、
自
ら
を
悔
い
改
め

献
身
し
た
部
族
と
な
り
、
神
の
祝
福
を
勝
ち
得
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ユ
ダ
と
レ
ビ
の

子
孫
は
、
ダ
ビ
デ
王
が
出
た
後
も
、
忠
実
に
王
に
従
い
現
在
に
続
い
て
い
ま
す
。 

日
本
人
は
、
悔
い
改
め
る
こ
と
を
し
な
い
で
、
そ
の
場
を
無
難
に
治
め
よ
う
と
し
ま

す
。
政
治
で
も
、
経
済
で
も
、
会
社
で
も
、
家
族
で
も
同
様
で
、
問
題
の
先
送
り
に
し

か
す
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
自
分
の
罪
も
い
つ
か
、
流
れ
去
り
忘
れ
去
る
と
思
っ
て
い

る
の
で
す
。
聖
書
を
知
っ
て
い
る
者
は
、
人
の
罪
深
さ
は
執
拗
で
、
真
に
悔
い
改
め
な

い
限
り
、
必
ず
問
題
は
繰
り
返
す
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
罪
性
は
、
ヨ
セ

フ
の
兄
ら
と
同
様
で
す
。 

兄
た
ち
は
、
ヨ
セ
フ
が
見
た
夢
に
腹
を
立
て
ま
し
た
。
「
父
は
こ
の
こ
と
を
心
に
と
ど

め
て
い
た
。」
（11

）
。
人
の
心
に
怒
り
や
憎
し
み
が
起
こ
っ
た
時
、
そ
れ
を
制
御
で
き
な

い
人
は
、
自
ら
を
滅
び
に
導
き
ま
す
。
怒
る
と
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
出
て
、
理
性
を
制
御

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
怒
る
こ
と
、
興
奮
す
る
こ
と
を
決
し
て
し
て
は
い
け
な
い
の
で

す
。
兄
た
ち
は
、
ヨ
セ
フ
を
殺
そ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
と
ど
め
た
の
は
、
長
男
ル

ベ
ン
と
４
男
ユ
ダ
だ
け
で
し
た
。 

長
男
ル
ベ
ン
は
、「
父
の
側
女
ビ
ル
ハ
と
寝
た
。」（
３
５
・22

）
の
で
、
長
男
の
権
利

を
失
い
、
次
男
シ
メ
オ
ン
と
３
男
レ
ビ
は
、
妹
デ
ィ
ナ
が
汚
さ
れ
た
の
で
、
悔
い
改
め

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
ハ
モ
ル
と
息
子
シ
ェ
ケ
ム
そ
し
て
、
町
の
男
た
ち
を
殺
し
た
の

で
し
た
。
ヤ
コ
ブ
は
、
息
子
た
ち
の
乱
暴
に
苦
し
み
、
べ
テ
ル
で
「
あ
な
た
が
た
の
中

に
あ
る
異
国
の
神
々
を
取
り
除
き
、
身
を
き
よ
め
、
衣
を
着
替
え
な
さ
い
。
」
（
３
５
・

3

）
と
諭
し
た
け
れ
ど
、
息
子
た
ち
の
荒
れ
た
心
は
収
ま
ら
ず
、
ヨ
セ
フ
を
隊
商
に
売
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
た
。 

                 



【新改訳 2017】 

創 37:18 兄たちは遠くにヨセフを見て、彼が近くに来

る前に、彼を殺そうと企んだ。 

37:19 彼らは互いに話し合った。「見ろ。あの夢見る者

がやって来た。 

37:20 さあ、今こそあいつを殺し、どこかの穴の一つ

にでも投げ込んでしまおう。そうして、狂暴な獣が食

い殺したと言おう。あいつの夢がどうなるかを見よう

ではないか。」 

37:21 しかし、ルベンはこれを聞き、彼らの手から彼

を救い出そうとして、「あの子を打ち殺すのはやめよ

う」と言った。 

37:22 また、ルベンは言った。「弟の血を流してはいけ

ない。弟を荒野の、この穴に投げ込みなさい。手を下

してはいけない。」これは、ヨセフを彼らの手から救い

出し、父のもとに帰すためであった。 

37:23 ヨセフが兄たちのところに来たとき、彼らは、

ヨセフの長服、彼が着ていたあや織りの長服をはぎ取

り、 

37:24 彼を捕らえて、穴の中に投げ込んだ。その穴は

空で、中には水がなかった。 

37:25 それから、彼らは座って食事をした。彼らが目

を上げて見ると、そこに、イシュマエル人の隊商がギ

ルアデからやって来ていた。彼らは、らくだに樹膠と

乳香と没薬を背負わせて、エジプトへ下って行くとこ

ろであった。 

37:26 すると、ユダが兄弟たちに言った。「弟を殺し、

その血を隠しても、何の得になるだろう。 

37:27 さあ、ヨセフをイシュマエル人に売ろう。われ

われが手をかけてはいけない。あいつは、われわれの

弟、われわれの肉親なのだから。」兄弟たちは彼の言う

ことを聞き入れた。 

 
 
 
 

Gen 37:18 Now when they saw him afar off, even 
before he came near them, they conspired 
against him to kill him. 
 37:19 Then they said to one another, "Look, this 
dreamer is coming! 
 37:20 "Come therefore, let us now kill him and 
cast him into some pit; and we shall say, 'Some 
wild beast has devoured him.' We shall see what 
will become of his dreams!" 
 37:21 But Reuben heard it, and he delivered 
him out of their hands, and said, "Let us not kill 
him." 
 37:22 And Reuben said to them, "Shed no blood, 
but cast him into this pit which is in the 
wilderness, and do not lay a hand on him"-that 
he might deliver him out of their hands, and 
bring him back to his father. 
 37:23 So it came to pass, when Joseph had come 
to his brothers, that they stripped Joseph of his 
tunic, the tunic of many colors that was on him. 
 37:24 Then they took him and cast him into a 
pit. And the pit was empty; there was no water 
in it.   37:25 And they sat down to eat a meal. 
Then they lifted their eyes and looked, and there 
was a company of Ishmaelites, coming from 
Gilead with their camels, bearing spices, balm, 
and myrrh, on their way to carry them down to 
Egypt. 
 37:26 So Judah said to his brothers, "What 
profit is there if we kill our brother and conceal 
his blood? 
 37:27 "Come and let us sell him to the 
Ishmaelites, and let not our hand be upon him, 
for he is our brother and our flesh." And his 
brothers listened. 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
 
 

 

今 週 の 聖 書  

千葉
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